
2009 年度 小委員会活動成果報告 
（2010 年 1 月 23 日作成） 

小委員会名 木質構造接合部設計ノート編集小委員会 
主 査 名：小松幸平 
就任年月：2008 年４月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（木質構造運営委員会） 

委員長名：中島正愛 
主 査 名：宮澤健二 

設 置 期 間    2008 年 ４月  ～  2010 年 ３月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・ 2008 年度：１）資料収集を続け、原稿を完成させる。２）フォーマットを統

一しながら、読みやすい形態に編集する。３）草案を上部委員会に提出し、

査読を受ける。 
・ 2009 年度：1)査読結果を取り入れ、内容の精査を行い、出版する。2)出版さ

れた「木質構造設計法マニュアル」をテキストとする講演会を東京・大阪の

２箇所で開催し、一般への普及・啓蒙に努める。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無し 

青木謙治 （森林総研） 
板垣直行 （秋田県立大学） 
稲山正弘 （東京大学） 
小野 泰 （ものつくり大学） 
軽部正彦 （森林総合研究所）：幹事 
小松幸平 （京都大学生存圏研究所）：主査 
槌本敬大 （国総研） 
原田浩司 （山佐木材） 
宮武 敦 （森林総合研究所） 
蒲池 健 （東京大学） 
福山 弘 （東京大学） 
小林研治 （東京大学） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

なし 

2009 年度予算 120,000 円 
ホームページ公開の有無：無し 

委員会 HP アドレス：http://f82.ffpri-107.affrc.go.jp/karube/wsjdc/

 

項  目 自己評価 

委員会開催数 ２回（年度内計画を含む） 

刊行物（シンポジウム資

料等は除く） 
木質構造接合部設計マニュアル（2009 年 11 月出版） 

講習会 原案では計画していたが、実施計画の提出が遅れたため、開催出来なかった。 

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 
目標とした刊行物が出版できたので、目標は達成できた。 

委員会活動の問題点 
・課題 

本年度は、出版に係る調整が多く、メールによる情報交換・連絡が多かった。手

続きの都合によって、講習会が開催できなかったことは残念である。 

 


